
阿武隈川上流緊急治水対策出張所では、令和元年東日本台風で被害を受けた
阿武隈川上流の災害復旧を推進するとともに、「阿武隈川緊急治水対策プロジェクト」
に係る河川大規模災害関連事業(主に上流遊水地群整備に関すること)に取り組んで
おりますが、令和３年７月５日に、旧須賀川市産業会館２階へ、出張所を移転いたしました。

令和元年東日本台風では、阿武隈川流域にお住まいの多くの方々が、大変大きな被害に遭われ
ています。未だ癒えることがない苦しみに悩まされておられる方々もたくさんいらっしゃいます。
私は、令和元年東日本台風の大雨の最中、須賀川市役所にリエゾン（災害対策現地情報連絡員）
として派遣され、この時以来、阿武隈川上流緊急治水対策出張所で、災害復旧や阿武隈川上流
遊水地群に係る説明会の対応などに従事させていただいています。
これまで、多くの地域の方々とお話しをさせていただき、皆さまのご心配やご懸念されること
を伺っております。須賀川庁舎に出張所機能を移転することにより、地域の皆さまのより近くで
仕事をさせていただきます。ぜひ、皆さまにも牡丹園向かい、当出張所へお気軽にお立ち寄り
下さい。引き続き、地域の皆さまに寄り添いながら、ご理解とご協力を賜り、再び洪水による被
害に苦しむことがなくなるように出張所職員一同、職務に励んで参ります。
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（裏面）河川工事のお知らせ ▶▶

出張所移転のお知らせ



乙字大橋～うつくしま大橋での河川工事のお知らせ

土砂撤去

堤防を守る護岸整備

樋門樋管
洪水時、水位が上昇した阿武隈川の
水が逆流しないように、門を閉めます

カメラ
「川の防災情報」からご確認ください

施工予定箇所

水位観測所（玉城橋）
「川の防災情報」からご確認ください
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河道に土砂が堆積すると、川が流すことのできる水量が減少し、氾濫のリ
スクが高まるため、河道を掘削する（＝広げる）ことで、川が流すことができ
る水量を増加させ、氾濫のリスクを低下させます。

川のカーブの外側は、内側に比べて流れる水の勢いが強いため、河岸が削
られる恐れがあるため、ブロックを設置し、堤防決壊のリスクを低下させます。

管理用通路

洪水被害を防ぐ（土砂撤去）

堤防を守る（護岸整備）

阿武隈川緊急治水対策プロジェクト
の一貫として
「堤防を守るための護岸整備」
「洪水被害を防ぐための土砂撤去」
を行う予定です。

堤防を守る護岸整備

近隣の皆さまに出来る限りご迷惑
とならないよう注意し、安全第一
で工事を行いますので、ご理解と
ご協力をお願いいたします。
(遊水地群整備の工事ではありません)

堤防に雨水が浸透
して弱体化するの
を防ぐ舗装整備
（管理用通路舗装）

水が流れや
すくなるね！

ブロックで
河岸を
守るのか～

※近隣住民の方には、後日改めて詳細のチラシをお配りいたします。

東北地方整備局 福島河川国道事務所

阿武隈川上流緊急治水対策出張所
〒962-0823 福島県須賀川市花岡34-2-2F

024８-６３-９９６６（受付時間｜平日8：30～17：15）

【お問い合わせ先】

福島河川国道事務所
公式twitter

阿武隈川緊急治水
対策プロジェクトHP
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